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学校統廃合にともなう校名と校歌の変更をめぐる論点

一茨城県大子町における統合事例から-

1 .問題設定

市町村合併を機運として、学校統廃合が全国

各地で急速に進められている。茨城県において

も例外ではない。間 1のとおり、平成期に入っ

てからの県内公立小学校数は、 1994"-'1997年

度の594校をピークに、 2011年度には559校ま

で減少した。一方、県内公立中学校は、 2000

年度にかけて235校まで微増したものの、 2011

年度までに 3校減少した。茨城県では、小学校

の統廃合が先行的に進められているとみられる。

2008年4月、茨城県教育委員会は、「公立小・

中学校の適正規模について(指針)，，-，未来の子

どもたちのために"'Jを策定した。この指針は、

「学校の適正規模や適正記置については、設置

者である市i町村がそれぞれの歴史や地域との関

わりを考慮しながら主体的に判断するべきj と

しながらも、小学校は、 f全ての学年においてク

ラス替えが出来なしミ l学年 1学級の学校につい

て、統合を検討すべきである」、中学校は、「ク

ラス替えが出来ない 5学級以下の学校について、

生徒の教育環境の面から統合や近隣校との学区

の見直しを検討すべきである」という県の考え

方を明示したものである。これにあわせて、茨

城県教育委員会は、 2008年8月と2011年3月の

二度にわたって、「未来を担う子どもたちのこれ

からの学校づくりのために」と題するリーフレ

ットを公表した。リーフレットには、県内にお

ける学校統麗合の実施事例が紹介された。

学校統廃合が実施されると、歴史を閉じてい
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く学校がある一方で、、統合先として存続する学

校にも、一定の変化が迫られる。たとえ校地や

校舎が継承されても、校名の変更をはじめ、校

章、校歌、校割、校旗、制服までもが一新され

る場合は少なくない。こうしたなかで、本稿で

は、学校統廃合にともなって変更される校名と

校歌に着目する。学校統廃合の実施に捺して、

第一に、統合先として存続する学校の校名が変

更されることの意味を問う。第二に、学校統廃

合にともなって新たに作詩・作曲された校歌が、

閉じ地域で歌い継がれてきた校歌からみて、ど

のように変質したかを究明する。後者の伺いに

ついては、具体的な事例として、茨城県下でも

平成期に大規模な学校統廃合が進められた大子

町にクローズアップして、そこで実施された統

合事例を取り上げる。以上に基づいて、学校統

廃合にともなう校名と校歌の変更をめぐって検

討していくべき論点を導き出す。
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2. r新しい学校づくり j としての校名の変更

学校統廃合をめぐる今日的な動向として、公

立小中一貫校の相次ぐ新設が挙げられる。この

動向は、小中一貫校という「新しい学校づくり」

を掲げながら、実質的には学校統鹿合を推進し

ていく行政側の戦略として捉えられる 11。行政は、

子どもの教育とし寸観点から、小中一繋校の利

点、や特典を保護者や住民に示しつつ、その具体

的な方法として、学校統廃合が必要になると訴

えかけてしぺ。「新しい学校づくり j は、今日、

行政側が学校統廃合を推進していく際に拠って

立つ論理の一つにされていると考えちれる。

むろん、 f新しい学校づくり jの具体的な方法

は、小中一貫校の新設のみに限られない。既存

の校地や校舎を活用しつつも、統合校の校名、

校輩、校歌、校郎、校旗、制服などを一新する

ことで、「新しい学校づくり j を行うことは可能

である。近年になって平仮名や片夜名護ぎの校

名が各地でみられるようになった背景には、学

校統廃合の推進と抱き合わされた「新し L

密 2 岩見沢市立メープル小学校

(2011年8月20[ヨ、筆者総彩)

図 3 上志文小学校の開枝記念碑

(2011年8月201ヨ、習E者J畿説3)

づくり j の展開をみてとることができる O

O1Jえば、北海道岩見沢市立メー7
0

ル小学校は、

1999年4月、朝日小学校と上志文小学校の統合

校として開校した。上志文小学校の校地と校舎

を活用した統合であったが、統合にあたって、

留2のとおり校舎が改築された。あわせて、校

名、校卒、校歌、校旗が変更された。新しい校

名には、結果として、この地域の特産品として

名高いメープんという名称が選ばれた。メープ

ル小学校の敷地の縞には、国 3のとおり、上志

文小学校の開校記念碑が建っている。碑には、

上志文小学校の校i款の歌詞が膨られ、歴史を後

世に{云えている。

一方、地名に基づいた校名でありながら、漢

字による表記を叡り止めて、平仮名で表記する

例も数多くみられている。茨城県では、図 4の

とおり、地名を平板名で表記する公立ノト学校が

と現れている o むろん、日立市立大みか小

学校のように、「饗Jという

る常用漢字ではないことから仮名書きされてい

る例は総外した。ほかにも、水戸市立一三の丸小

学校と絡が丘小学校、つくば市立:の宮小学校

(絞}
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図 4 平仮名化した茨城県内の公立小学校数の推移

(茨城県教育委民会 f茨減教腎便覧』に法づき絞者作成)

表 1 平仮名化した茨城操内の公立小学校一覧

殺菌;1ミ!交 市町村 校名 地名

1995 大子IIlJ さはら小学校 {会i京

2001 大子IIlT だいご小学校 大子

あずま東小学校

稲数司f
あずま凶小学校

耳ミ2005 
あずまi荷小学校

あずま北小学校

2012 1可内IUy みずほ小学校 R品役1

(淡械然教資委員会 r淡J)ま教'f-[f史覧』にh!;づき雪王者作成)
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など、地名の単語になかにそもそも平仮名が含

まれるものも徐外した。これらの例外を除けば、

今自みられる平仮名校名の多くは、平成期に入

ってから実施された学校統廃合によるものであ

る。表 1のとおり、各小学校につけられた校名

のルーツを辿れば、大子、佐原、東、瑞穂とい

う11ヨ村名に行き着く o イ'mの地名と比較してみて

も、読み書きの難易度は決して高くない漢字で

ある o このことから、漢字の難易度とは異なる

次元の埋白で、校名をあえて平仮名化しなけれ

ばならなかった経緯があったと考えられる。

3.茨城県大子聞における学校統廃合の経緯

1955年のIHJ村合併によって大子町が発足し

た当時、IlIJ内の小学校数は、本校16校、分校9

校であった。その後、 1956年4月に、佐原小学

校の分校であった初原分校と模野地分校が分離

独立を架たした。そのu寺の両校の児童数は、そ

れぞれ105人と 94人であった。さらに、両校と

も第 l学年から第6学年まで学級があった。分

校とはいえ、独立校並みの規模であったといえ

る。このことから、分校から本校への分離独立

に至ったとされる九これ以降、向島内における小

学校数に増加はみられていない。

平成期に入って、大子町では、全部工的な学校

再編計画に基づき、思 5のとおり、さはら小学

校とだいご小学校という 2つの平仮名校名の新

しい中核校へ、順次、小規模な小学校を統合し

ていく施策が推進されてきた。

(~:郎小学校一一一---rさはら小学校， さはら小学校

側小学校一一---.J

級自'f池小学校 E 

大f小学校
2(陥14' 2010年

t:.¥ >ご小学校"寸ーだいこ・小学校

i二総小学校

淡111小学校

池l!l小学校

矢III小学校

ド野父小学校

国 S さはら小学校とだいご小学技への統合経緯

(筆者作成}

まず、さはら小学校は、 1995年4月、佐原小

学校と初原小学校が統合して、佐原小学校の位

置に開校した九その翌年である 1996年4月、横

野地小学校がさはら小学校に統合された九結果

として計3校がさはら小学校に統合された。

次に、だいご小学校は、 2001年4丹、大子小

学校と上向小学校と浅川小学校と池田小学校と

矢田小学校の計5校が統合して、大子小学校の

位置に開校した九その後、2010年4月になって、

下野宮小学校がだいこや小学校に統合されたへ

結果として計6校がだいご小学校に統合された。

4.学校統廃合にともなう校歌の変更

4 -1 .対等な統合のための校歌変更

大子町で実施されたさはら小学校への 3校統

合とだいご小学校への 6校統合では、図 6や図

函 6 初原ぽっちの学校j として農作業体験や

交流活動の拠点に活用されたIB.初原小学技

(2012年2月15B、筆者扱彩)

罰7 大子おやき学校j として体験型交流促進

施設に活用された沼・横野地小学校

(2012年2月15日、理若者機影)
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7のように震校された学校と、かたや、統合先

として活用された学校とに分かれた。しかし、

実質的に廃校されたか存続されたかに関わらず、

計9校の小学校において、いずれも開校式が実

施された。中核となる学校へ規模の小さな学校

を吸収するのではなく、あくまでも各校は対等

に統合するとし寸姿勢が示されたといえる。こ

れには、学校統廃合を進めていくうえで、地区

間での利害対立を避けようという意図がみられ

る。しかし、実費的にみれば、さはら小学校は

佐原小学校の位置から変更なく、また、だいご

小学校は大子小学校の校舎をそのまま流用した

ことに変わりない。こうしたなかで、さはら小

学校とだいご小学校では、開校後まもなく、新

たな校歌が作詞・作曲された。校名の平仮名化

はもちろん、校歌をも新たに見直すことによっ

て、校地の位置や校舎は変わらずとも、「新しい

学校づくり」が居揺されたといえる。これによ

って、佐原小学校と大子小学校で歌い継がれて

きた校歌が学校行事で公式に歌われることはな

くなった。

以下では、統合前の小学校で‘歎い継がれてき

た校歌の敬語と、統合後の小学校において新た

に策定された校歌の敬認をあわせて検討するこ

とによって、校歌がどのように変質したかにつ

いて究明する。特に、校歌のなかで歌われてい

る地区の自然と歴史に注目して、学校統廃合に

ともなう校歌の変化を明らかにする。

4 -2.統合以前の絞歌にみる地区の構驚

さはら小学校とだいご小学校に統合された計

9校の小学校のうち、佐原小学校、桜野地小学

校、大子小学校、上関小学校、浅JII小学校、池

田小学校、矢田小学校および下野宮小学校の計

8校で培、校歌の事在が確認された。一方、初

原小学校で、は、校歌が制定された記録を学校の

沿革史からは見出せなかった九また、大子町教

育委員会を中心に編纂された校歌集の初原小学

校のページには、校歌の代わりに、愛唱歌「う

たえばんばん」が掲載されていたへこれらの記

録から、初原小学校については、校駄を持って

いなかったと考えられる。

以ヒを踏まえて、計8校の校歌の歌詞のなか

で、地域の自然や歴史が歌われているフレーズ

を取今出して表 2をまとめた。ここでは、地域

の自然や歴史が歌われている部分を、 IIJ、JII、

社、本という 5つの観点から整理!した。

大子町の最北端にそびえる八溝上L!は、

1022.2メートルで、茨城県の最高障である。栃

木、福島との県境にまたがる。この八諮山は、

8校中 2校の校歌で歌われた。このほか、LlJ々、

山かい、群山、山脈といった抽象名調も合める

と、 8校中 6校において、八瀦LlJ塊をはじめと

する周辺の山地一替が?苦難として歌われたとい

える。八溝山は、大子町ーはもとより茨城県を代

表する山の一つであるが、一方で、「その山並み

の起伏が大きいので、八溝山の山容は遠くから

表 2 校歌のなかで歌われている自然と歴史

学校名 山 JlI 長基 社 木

佐原小学校 花瓶山 初原JII 茶のかお 9 lE室の色' 杉の線

t真野池小学校
LU々

久慈JII たりは稲田 はiの木守
IlJかp

大子小学校 哲学山 久慈川

上i潟小学校
JJlヶ谷の峯 Tl'JlIの流れ 初先11

木立
IlJ々 久怒JlI 日渡のたんぽ

浅111小学校 八機の山 l遂のいちょう

池田小学校
l.uH反

久懇の流れ 松
鋭i幻

矢国小学校 八潟おろし 久懇の流れ

下型F宮小学校 御級JII i丘告Itの森 鉾杉

(各校の校数の紛;翻に基づき録者作成)
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はみることはできない」目立指摘される。大子

町内でも場所によっては八溝iJ-Iの眺望がきかな

し=地区もある。校歌の歌詞に、それぞれの地区

と山との関係性が見出されるところである。一

方、佐原小学校では花瓶山、上向小学校では鷲

ヶ谷の瞬、池田小学校では鏡山が歌われている O

八満山よりも身近な山が、それぞれの地区を象

徴する山として位寵づけられているといえる O

また、八溝iJ-Iの北斜面を源流とする久慈JlIは、

八満I-trT自とi可武隈高地のあいだを南に流れて、

最終的には太平洋へと注ぐ一級河川である。久

慈)11は、 8校中 5校で儲かれている 10)。久慈)I[

の全長は 124畑、流域詣撲は1，490knfである 111

関東平野を流れる代表的な河川の一つで、多く

の支流を抱えている O 大子町のなかにも久慈)11

へ注ぐ支流は数多くある。佐原小学校では図 8

の初原J11、上i潤小学校で、は押}IIとしユう久慈JlIの

各支流が歌符に組み込まれている。

このほか、小学校やその地区を象徴する場所

や事象として、段、社、木の観点から歌詞を分

類した。佐藤小学校と槌野地小学校の校歌から

留8 旧・佐原小学校の校歌に歌われた相原JIIは

やや下流で!日・初探小学校の近くを流れ行く

(2012;1'2月 15EJ 、継者綴~)

は、茶畑や稲作の景観が連想される。上向小学

校の校歌にも田畑とし寸言葉がみられる。さら

に、佐藤小学校では花室神社、下野宮小学校で

は近津神社とその鉾杉、浅)1/小学校では校庭の

銀杏が校歌に歌われている。

4 -3.統合後の新校歌にみる地区の情景

以上では、学校統廃合が実施される以前の校

歌の歌詞について検話した。以下では、学校統

廃合によって、各校でそれぞれ歌われてきた地

区の情景が、 2つの新たな校歌として、どのよ

うに変化したかについて検討する。さはら小学

校とだいご小学校で新たに作詞・作曲された校

歌について、地区の自然や歴史が歌われている

フレーズを取り出して、統合前の各小学校の校

歌に照らし合わせた。先と開様に、山、 )11、農、

社、木という 5つの観点から整理して、それぞ

れ表 3と表4にまとめた。

さはら小学校、だいご小学校のいずれの統合

校においても、久慈)11の支流である初原川や押

!日、八溝山以外の花瓶山や鷹ヶ谷の蜂について

は歌われなくなった。統合前の地区ごとを特徴

づけるような狭域の自然については、表現され

なくなったといえる。その代わりに、大子町全

体を代表するより広域な自然を捉える歌詞へ変

質したといえる。そのうえで、以下では、さは

ら小学校、だ、いご小学校の各校について、特徴

的な変化を取り上げて検討を行う。

第一に、さはら小学校への統合にあたって、

新たに作詞・作曲された校歌を次に掲載する。

IU 

表 3 さはら小学校への統合にともなう校歌の歌謡の変化

JlI 差是 木F土

さはら小学校に

統合された各校

l~lflítlJ 
山守

IUかl>

M原)11
久慈I11

高さのかおり
たりほ稿泊

1~室の宮
杉の緑

111の木守

さはら小学校 久懇のを

(各校の校慰:の箪:鈎に基づき怒者作成)
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さはら小学校校教
作詞 星野録
作曲 池辺晋一郎

一ぼくもわたしも
大子の子ども
見あげる 久慈の

空いっぱいに
希望の鳥を 放そうよ
さあ はばたいてよ
鳥 どこまでも
みんなの さはら小学校

一ぼくも わたしも
地球の子ども
留から 盟へ

またがるように
平和の虹を 架けようよ
さあ ほ迂えんでよ
虹人類に
みんなの さはら小学校

一 ぼくも わたしも
宇宙の子ども
さざめき 流れる
あの銀河から
未来の塁を つかもうよ
さあ またたいてよ
星永遠に
みんなの さはら小学校

以上のとおり、さはら小学校の校歌では、「久

慈の空j というフレーズを除くと、地区の自然

や歴史を表現する苔ー葉はほとんど描かれなくな

ったという特徴がみられる。例えば、かつて佐

原小学校で、歌われていた初原JlIは、そのやや下

流で、初原小学校の近くを流れている。しかし、

横野地小学校の近くには、別の支流が流れてい

るO また、佐原小学校の校歌に歌われた「花室

の宮」とは、花室神社のことである o しかし、

初原小学校の地区には、これとは別に鹿島神社

がある lへ統合前は、小学校ごとに、地区で親

しまれているJIIや神社が異なっていた。そのた

め、新しい校歌のなかには、久慈}IIの支流や神

社を組み込むことができなかったと捉えられる。

こうしたなか、「ぼくもわたしも」で始まる

各節の冒頭をみていくと、一番では「大子の子

どもム二番では f地球の子ども j、三番では「宇

富の子ども j と展関している。範翻が次第に広

がるような描き方が行われている o ここでー仮に、

歌詞のうち「さはら小学校J という部分を除い

てしまえば、一番については、大子HIJのどの地

区で歌われても違和感のない校i訟でもあるとい

える。きちに、二番と三番については、大子i可

に限らず、全関各地のあらゆる小学校でも流用

しうる内容の校歌にもなる。したがって、さは

ら小学校の場合、学校統廃合にともなって作

詞・{乍曲された新たな校歌は、統合i誌の校歌と

比べて、学校や地区を特徴づける言葉がほとん

ど取り除かれているといえる。統合前の校駄に

みられた歴史性や地域性は、学校統j露合にとも

ない、結果的には脱臭されたと捉えられる。

第てに、だいこ守小学校への統合にあたって、

校軟に歌われる i幻が変えられた点は注目される。

すなわち、八満山が歌われなくなった代わりに、

男体LUが歌われるようになった。これは、新た

な通学区域に、八溝山を桃望で、きない場所が含

まれることとなったからであると考えられる。

男{本山は、久慈lお地を代表する標高653.9m

の山である i九高さこそ劣れども、八溝山とと

もに、大子町の名所とされている。しかし、だ

いご小学校からみたとき、八溝|主は北西寄りの

11j 

表4 だいご小学校への統合にともなう校歌の歌詞の変化
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方角にあるのに対して、男体山は南東寄りの方

角にある。そのため、 2つの山は、だいご小学

校を中心に、ほぽ反対側の方角に位龍するとい

える G 校敢に歌われている山を学校から眺める

ときの方角は、学校統廃合の実施によって、

1800

近く転回することになったと捉えられる。

さらに、だ、いご小学校の校庭東側には、茨城

県eの天然記念物として指定されている「文武鑓

跡のケヤキJ がある。このけやきが、統合後の

校歌のなかで、新たに数われるようになった。

むろん、このけやきは、統合前から大子小学校

を象徴する巨樹であったが、以前の校歌には歌

われていなかった。校歌の変更に際して、だい

ご小学校の新しい象徴として、「大けやきJが位

置づけられたといえる。あわせて、だいご小学

校の児遜たちは、「けやきつ子Jとし寸愛称で歌

われるようになった。

また、農産物として、りんごが歌詞に取り入

れられた。大子IllJでは、近年、りんごが町の特

産品のーっとなっている。大子町におけるりん

ごの栽培は、 1944年3月に!日・生瀬村で試植さ

れたのが起源とされ、大子IllJでの栽培の歴史は、

どちらかといえば浅いへゆえに、だいこ、、小学

校へ統合される以前の 7校の校歌には、いずれ

もりんごは歌われていなかった。しかし、現在

では、町内に数多くの観光りんご爵があって、

たくさんの観光客を受け入れる秋の名所となっ

ている。したがって、だ、いご小学校への統合で、

は、校歌の変更にあわせて、大子園了の新たな特

産品が歌誌に取り入れられたといえる。

5.校名と校歌の変更をめぐる論点

5 -1 .校名の変更をめぐる論点、

学校統廃合にともなって校名や校歌が変更さ

れる思自の一つには、廃校となった地区の住民

や保護者が、統合先の学校に「新しい学校づく

りJ を望んでいるという背景がある o しかし、

そうした住民や保護者の要望が、統合校での「新

しい学校づくり j にどれほど反映されたかにつ

いては、変化の内実に踏み込んだ検討が必要に

なるといえる O

校名の変更については、決して読み書きの難

易度が高いとはいえない漢字の地名が、学校統

廃合にともなって平仮名化されていく動きを確

認できた。漢字であった既存の校名をそのまま

平仮名化することによって、校名の読み方を変

えないままに、校名の表記のみを変えることが

可能である。学校統廃合を実施するにあたって、

統合校においては、これまでの学校の歴史性や

地域性を引き継ぎながらも、ある程度それらを

脱臭することが外側から要求される。こうした

こ面性の狭照にあって、校名の平仮名化は、地

区間での合意形成が揺れた結果の一つの着地点

として捉えられる。

かつて民俗学者の柳田園男は、 r地名の研究』

のなかで、地名とは「要するに二人以上の人の

関に共同に使用せらる〉符競である 15)と定義

した。その後、地名学の研究は、市町村合併を

はじめ、新住居表示、国場整備、区画整理、国

土諒査など、行政と関わるさまざまな分野にお

いて、安易な地名の改変が行われてきたことに

批判を投げかけてきた。「公権力による上からの

強制約地名改変は、地名一般の自然発生的な変

化、生成消滅とは同一に論ずるわけにはいかな

いJ 16)として、地名が変わることはあっても、

地名を変えることについては留保を加えてきた。

とりわけ、 2011年3月日目、東北地方を中心

とする太平洋沿岸の広い範囲に被害をもたらし

た「平成三陸大津波」以降、災害地名学に関心

が集まっている i九津波の者襲地をはじめ、地

名には、災害の記録が刻まれている。災害地名

学は、先祖がその土地について遺したメッセー

ジを地名から読み解き、その結果を防災に役立

てる O その際に、地名の漢字を和語としての言

葉の意味に戻して理解するアプローチが採られ

ることもある lへしかし、市町村合併や学校統

廃合によって地名を平仮名に変えていく動きの

根源は、手口語への意味に立ち返ることを意図し

た動きとは異なる次元にある。平仮名化する合

併市町や統合校の新名称は、和語への立ち返り

とは別の次元で、合併市町村問、統合地区間で

の利害調整に一定の落としどころを見出すため
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の方法論的な思考から生起したものに過ぎない。

以上のことから、学校統廃合をめぐる地区間

での利害調整の方法として、地名や校名を単に

公募や投票としミう手法に頼って改変することは

避けなければならないといえる。ここで辻むし

ろ、統合を決めた地区の人々が、次のステップ

として、地名史に関する学習を進めながら、地

名や校名に関する議論を地域全体に巻き起こし

てし=く過程こそが求められる。これまで

継承されてきた地名や校名に込められているメ

ツセ一ジの慈味を学んだうえでで.、その理解を前

提にして、今度は現世を生きる人々が後世にメ

ッセージを遺していくという学びの循環と

が求められる。校名の変更を、単なる学校統燦

合の実施条件のーっとして捉えるのではなく、

そこで生活する人々が地名史に関する学翠を進

展させながら自分たちの地名や校名のあり方を

議論していくという、いわば、住民の地域計画

づくりにおける穏互学習の過程として位榎づけ

ていくことが重要になると考えられる。

5 -2_校教の変更をめぐる論点

校名の変更とともに、内実として大きな変化

をみせたの辻、校歌であった。校歌は、「その学

校全体を象徴し、学校行事などで所属感や一体

感を醸成するためにうたう歌 19にまた、「その

学校全体を象徴し、児童生徒の道徳性や情操を

養ったり、所属感や一体感を醸成したりするた

めに、学校行事等において臼本語で歌われる洋

楽系の煙い唱歌」仰と定義される。したがって、

学校統廃合によって校歌を変更すれば、歌を媒

介に地区で培われてきた学校の象徴性や共通性

は、その変更を境にして、新たに塗り替えられ

ていくものと考えられる。

これまで、校歌をめぐっては、教育学はもち

ろん、地理学や建築学の領域からも多角的に研

究が進められてきた。校歌の持つ教育的機能や

意味を解明する研究のほか21)、校歌の分析を通

してその土地の地理や景観の特徴を明らかにす

る研究が取り組まれてきたぺ

しかし、学校統鹿合にともなって、校歌が変

更されているという動向に焦点をあてて、校歌

がどのような変質を遂げたか明らかにする研究

は、未だ十分には深められていない。本稿はそ

うした動向を捉えて萌芽的な研究を行ったもの

であった。以下には、学校統麗合にともなう校

歌の変更をめぐって、議論の余地が残されてい

ると考えられる点を 4点掲げることとする。

第一に、学校統廃合にともなって、校歌が変

更されるに至った過程の究明である。これにつ

いては、廃校となる地区の往民と統合先となる

地区の住民とのあいだで議論になる;場合が少な

くない。そのため、地i玄関での利害対立が生じ

る場合もみられる。こうしたなかで、新しい校

歌づくりをめぐる注民どうしの話し合いがどの

ように行われたかについて、当時の話し合いの

記録を辿って解明していくことが求められる。

第二に、これまで校歌の作符や作曲は、母校

の卒業生、地元の出身者、学校の教li1liが主にHミ
っていた。しかし、学校統廃合をめぐってi也氏

関で利害対立がみられる場合、しミずれのi'¥ll.IXで

あれ、卒業生や出身者や教師に新たな校歌の作

詞や作曲を任せることは難しし」それがかえっ

て地i玄関の対立を煽る要肉にもなりかねないか

らである。こうしたなかで、第究者としての立

場である詩人や音楽家に作詞と作曲を依頼する

少なからずみられている O しかし、地

域には、そこで生活する土着の人々のあいだで

共有されている臼常の文化や史実がある。それ

らを他の地域で生活する第三者が短期間に受け

止めて描くことは、決して容易な作業ではない。

したがって、新たな校歌の作詩者や作曲者がど

のような観点で選ばれたのかという点について

はもちろん、一方で、依頼を受けた作詞者や作

曲者が地域の文化や史実についての理解をどの

ような方法や工夫によって深かめたかという点

について、検討していくことが求められる。

第三に、新たな校歌の指導上の課題について

である。学校統廃合が実施されると、児童・生

徒にとっては、通学する学校をはじめ、学習環

境が大きく変化する。校歌の変更もそのーっと

なる。これまで、歌ってきた校歌とは異なる新た

な校歌を児童・生徒に指導する際、教師はいか

なる配慮をしていたのかについて明らかにする
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ことが必要で、ある。なかでも校歌は、音楽科、

社会科、生活科、国語科など、領域横断的な性

格を持った教材と捉えられる。こうしたなかで、

新たな校歌の指導上の課題や方法について知克

を共有していくことが求められよう。

第四に、地域において校歌が変更されること

の意味を究明することである。学校統魔合にと

もなう校i款の変更によって、統合前から歌い継

がれてきた校歌は、少なくとも、正式な学校行

事では歌われなくなる。とはいえ、地区で生活

する卒業生の多くは、かつての校歌を記櫨に留

めている O そこで、統合以前の地症を単位とし

て引き続き開催されている地域の行事や祭事に

着目して、そうした場で、かつての校歌がどの

ように継承されているかとし寸現状について究

明してしミく必要がある O

6. おわりに

学校統廃合によって地域から学校が失われる

ことは、「単に校舎建物の損失ということのみで

はなく、長い歴史に培われ、地域住民の心に潜

む心のふるさと、地方文化の抹殺にも通じる J23}

と指摘される O このように、学校統廃合の実施

が地域に与える影響は既に懸念されている。し

かし、ここでは、心のふるさとの喪失や地方文

化の抹殺ということの意味を、実際に地域で起

きている具体的な変化の次元に掘り下げて検証

していくことが求められる。

平成の市lUJ村合併を機運とした学校統廃合に

よって、地域でし功ミなる異体的な変化が起きて

いるかについて、校名や校歌を手がかりとした

検証を進めてしミく。
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ぬ折原明彦「校歌の風景一中越地区小中校歌論考一 号、 1995年6月、 pp.111-122o

増補版」野島出践、 2006年、 p.6o 23) 若林敬子 f学校統隣合の社会学的研究」簡i茶の水

21)代表的な研究として、大震茂美「校歌・校寄せ・校 書房、 1999年、 p.457o
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